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平成30年度第4回 八幡薬剤師会学術研修会開催のお知らせ

平素より、本会事業にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　今回は、下記の内容で研修会を開催いたします。
参加されます方は１０月１０日までにFAX(661-1066)にてお申込み下さい。会場の都合上、参加多数の場合は締切日以降の受付･当日受付は致しませんのでご了承下さい。急な欠席の場合は、当日17時までに八幡薬剤師会までご連絡下さい。
このお知らせは当会ホームページに掲載しております。

記
日　　時　　平成30年10月25日（木）　19時30分～
　　　　　　　　場　　所　　八幡薬剤師会館
演　　題　　エベル・リズム・変動へ　～睡眠時無呼吸症候群の視点から～
講　　師　  遠賀中間医師会おんが病院　循環器内科部長　吉田哲郎先生
会　　費　　正会員（Ａ会員･B会員･賛助会員）:　無料　
他地区会員：500円　
　　　　　　　　　　　　　　注意:　会員カードを持参しない場合、非会員扱いとなります。
非会員（正会員以外全て）：3,000円
	 ※研修会登録者（八幡の会員薬局勤務薬剤師で非会員）：20,000円／年
　 4/1より新年度となりますので、研修会登録料は新規でお申込み下さい。


　　　　　　　　日本薬剤師研修センター研修単位　　1単位

要旨
近年様々な“血圧変動性＝血圧のブレ”と心血管イベントとの関連が報告されているが、特に夜間睡眠中の血圧変動が心血管イベントリスクを高めることが注目されている。閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSAS）は高血圧のみならず、治療抵抗性高血圧とも密接な関連をもつ疾患である。夜間睡眠中に周期的な低酸素血症を繰り返すことから、夜間の心臓突然死に加え、冠動脈疾患や心不全、および無症候性脳梗塞を含む脳血管疾患の危険因子となる。OSAS合併高血圧は、日中の血圧上昇のみならず、夜間高血圧・non-dipper型を示すことが多く、家庭血圧では早朝高血圧として検出されることが多い。またOSASの無呼吸発作後の回復期には著明な夜間血圧サージがみられ、夜間血圧は変動し、夜間発症の心血管イベントの誘因となる可能性がある。この“血圧サージ”をどのように薬剤的にコントロールしていくのかは、まだ大規模臨床試験では明らかになっていない。しかし少数例の報告ではある薬剤がその可能性を担っていることが報告されてきた。本研究会では、血圧のレベル（量）だけでなく、リズム・変動（質）の改善にどのような薬剤を選択していくか、その方法論を皆さんと勉強したい所存です。
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